
参
加
者
に
よ
る
「
海
会
寺
」
の
解
説
、
そ
の
後
、
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
収
蔵
庫
の
見
学
を
し
ま
し

た
。
旧
石
器
時
代
の
石
器
、
古
墳
時
代
の
勾
玉
、
鎌

倉
時
代
の
蛸
壺
等
々
、
泉
南
市
か
ら
出
土
し
た
遺
物

に
参
加
者
の
目
が
輝
き
ま
す
。
最
後
は
、
国
の
史
跡

「
海
会
寺
跡
」
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
。
古
代

寺
院
の
伽
藍
配
置
、
豪
族
の
住
居
跡
、
当
時
の
地
層

な
ど
を
実
際
に
見
て
も
ら
い
ま
し
た
。
な
か
な
か
充

実
し
た
内
容
で
し
た
。 

 

◎
次
回
【
長
慶
寺
編
】 

 

泉
南
街
道
物
語
、
第
三
回
は
【
長
慶
寺
編
】
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
と
き
は
十
二
月
六
日
（
木
）
十
時

か
ら
、
場
所
は
信
達
市
場
地
区
に
あ
る
名
刹
「
長
慶

寺
」
で
す
。
内
容
は
、
地
元
の
市
民
に
よ
る
長
慶
寺

の
歴
史
な
ど
の
お
話
と
長
慶
寺
の
見
学
で
す
。
長
慶

寺
は
、
第
二
回
で
紹
介
し
た
「
海
会
寺
」
の
流
れ
を

汲
む
古
刹
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

◎
泉
南
街
道
物
語
、
今
後
の
予
定 

 

今
後
の
予
定
に
つ
い
て
参
加
者
で
話
し
合
い
ま

し
た
。
【
熊
野
街
道
編
】
【
浜
街
道
編
】
【
根
来
街
道

編
】
【
大
師
道
編
】
紹
介
し
た
い
と
こ
ろ
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
岡
田
浦
の
ハ
マ
ヒ
ル
ガ
オ
を
紹
介
し

た
い
、
神
武
東
征
伝
説
に
ち
な
ん
だ
街
歩
き
も
面
白

い
ね
。
い
く
ら
で
も
意
見
が
出
て
き
ま
す
。 

 

◎
文
化
の
伝
承 

 

泉
南
の
い
い
と
こ
ろ
を
子
ど
も
達
へ
伝
え
た
い

と
の
意
見
が
で
ま
し
た
。
文
化
は
伝
承
し
て
い
く
も

の
な
の
で
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
豊
か
な
伝
統
や
自

然
に
触
れ
る
機
会
を
作
り
た
い
。
親
子
で
参
加
で
き

た
ら
若
い
世
代
の
市
民
参
画
も
進
む
の
で
は
。 

◎
気
軽
に
街
づ
く
り 

街
づ
く
り
は
堅
苦
し
い
も
の
で
は
な
い
で
す
。
無

理
せ
ず
楽
し
く
仲
間
作
り
と
知
恵
の
共
有
。
豊
か
な

生
活
に
つ
い
て
サ
ロ
ン
で
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。 発

行:

泉
南
市
総
合
政
策
部
政
策
推
進
課 

〒
五
九
〇-

〇
五
九
二 

泉
南
市
樽
井
一-

一-

一 

℡
：
〇
七
二-

四
八
三-

〇
〇
〇
四 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 

（
平
成
三
十
年
九
月
二
十
七
日
発
行
） 

       
 

市
民
協
働
か
わ
ら
版 

№５１

 

九
月
二
十
五
日
（
火
）
平
成
三
十
年
度
第
六
回
「
泉

南
・
市
民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
八
名
（
市
民
五
名
、
職
員

三
名
）
の
参
加
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

泉
南
市
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
二
十
一

号
、
大
規
模
な
停
電
、
家
屋
の
破
損
、
泉
州
地
域
は
災

害
が
少
な
い
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
認
識

を
改
め
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。
源
氏
物
語
二
十
八

帖
の
題
名
は
「
野
分
」
（
台
風
の
当
時
の
名
称
）
。
大
風

で
木
が
倒
れ
た
り
、
瓦
が
飛
ん
だ
り
と
い
う
描
写
が
あ

り
ま
す
。
い
つ
の
時
代
で
も
自
然
災
害
は
恐
ろ
し
い
も

の
で
す
。
災
害
時
、
大
切
な
の
は
人
の
繋
が
り
で
す
。

誰
か
と
繋
が
る
こ
と
で
対
応
の
幅
が
大
き
く
広
が
り
ま

す
。
街
づ
く
り
を
考
え
る
う
え
で
災
害
対
策
に
つ
い
て

考
え
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。 

 

◎
泉
南
街
道
物
語
【
海
会
寺
編
】 

 

九
月
十
八
日
（
火
）
泉
南
街
道
物
語
【
海
会
寺
編
】

を
開
催
し
ま
し
た
。
二
十
六
名
が
参
加
し
て
、
サ
ロ
ン 

街
づ
く
り
を

楽
し
も
う
！ 

＊
街
歩
き
の
す
す
め
＊ 

泉
南
市
は
三
十
三
の
区
が
あ
り 

ま
す
。
主
に
旧
の
村
が
単
位
と
な 

っ
て
い
ま
す
。
泉
南
市
民
で
も
全 

て
を
空
で
言
え
る
方
は
少
な
い
の 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
実
際
に 

行
っ
た
こ
と
の
な
い
地
域
も
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
山

間
部
の
集
落
に
は
豊
か
な
里
山
が
残
っ
て
い
ま
す
。
海

辺
の
地
区
の
港
に
は
漁
船
が
停
泊
し
て
い
ま
す
。
お
時

間
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
泉
南
市
の
街
歩
き
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。
き
っ
と
新
し
い
発
見
が
あ
る
は
ず
で
す
。
家

族
や
友
達
と
い
っ
し
ょ
に
歩
い
て
み
る
、
カ
メ
ラ
片
手

に
イ
ン
ス
タ
映
え
狙
い
、
お
弁
当
を
持
っ
て
サ
イ
ク
リ

ン
グ
な
ん
か
も
楽
し
い
で
す
。
せ
っ
か
く
泉
南
市
に
暮

ら
し
て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
も
っ
と
泉
南
市
を
知
っ
て

楽
し
ん
で
み
て
は
。
地
図
を
も
っ
て
、
と
き
に
は
何
も

持
た
ず
に
、
フ
ィ
ー
ル
ド
は
泉
南
市
、
主
人
公
は
あ
な

た
、
身
近
な
冒
険
の
旅
に
出
て
み
ま
せ
ん
か
。 


